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自閉症児者のお茶の時間を支援する生活支援員の認識
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要 旨
自閉症児者の生活の質を高めていくためには、余暇の時間を充実させていかなければならない。障
害者支援施設における生活の中で、余暇の時間として毎日設定されているのは、所謂お茶の時間であ
る。自閉症の障害特性や行動特徴を踏まえて、お茶の時間を有意義に過ごすことができるような支援
が求められる。このため、障害者支援施設の生活支援員が自閉症児者におけるお茶の時間に対する支
援を、どのように認識しているのかを検討する必要がある。本研究の目的は、障害者支援施設の生活
支援員における自閉症児者のお茶の時間への支援に対する認識を明らかにすることとした。生活支援
員を対象として、自閉症児者のお茶の時間への支援に対して意識する度合いを問う、独自の質問を記
載した質問紙票による調査を実施した。得られた424名からの有効回答に対して因子分析を行った結
果、第1因子「周囲との交流への配慮」、第2因子「心身の安定への配慮」、第3因子「好みの尊重へ
の配慮」、第4因子「周囲の環境への配慮」が抽出された。これらは生活支援員が自閉症児者へのお
茶の時間を支援をする際の視点と考察した。
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Ⅰ．はじめに
日本の旧体系における知的障害者更生施設は、2006年4月に施行された障害者自立支援法第5条に定義
される「障害福祉サービス」の中で、主に「施設入所支援」として位置づけられ、「障害者支援施設」と
された。2013年4月（一部は2014年4月）に「障害者自立支援法」から「障害者の日常生活及び社会生活
を総合的に支援するための法律（障害者総合支援法）」へと移行した。これ以降、障害支援区分によって、
障害の多様な特性その他の心身の状態に応じて必要とされる標準的な支援の度合いを総合的に示すように
なった。障害者支援施設には、自閉症児者に対する療育による支援を行っているところもある。
自閉症には社会性の障害、コミュニケーションの障害、および想像力の障害がある。近年、自閉症につ
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いては自閉症スペクトラムという用語が使用されるようになり、Wing が提唱したように、典型的な自閉
症からアスペルガー症候群まで含む幅広い連続体として捉えられている（山崎 2008）1）。また、アメリカ
精神医学会の「精神疾患の分類と診断の手引き第5版」（Diagnostic and Statistical Manual of Mental Disor-
ders, 5th edition：DSM-5）においては、Autism Spectrum Disorder（自閉症スペクトラム障害）につい
て、「社会的コミュニケーションと社会的相互作用における持続的な欠損」と「行動、興味、活動の限局
的かつ反復的なパターン」の2つの障害特性を持つ神経発達障害としている（APA 2013）2）。なお、「精
神疾患の分類と診断の手引き」第3版と第4版に記されていた広汎性発達障害は、第5版で自閉症スペク
トラム障害という用語となり、さらには、それまでのアスペルガー障害や特定不能の広汎性発達障害等が
全て包括されることとなった。
自閉症に対する余暇活動を支援することが、その QOL を高めるために重視されるようになった。余暇
支援に関する研究の対象は、ほとんどが学齢期から青年期あるいは成人期の障害児者であるが、幼少期か
ら余暇につながる可能性のある「遊び」を指導することの重要性が指摘されている（上野・神山・野呂
2009）3）。また、自閉症児はこだわりが強く、嗜好にも偏りが生じやすい特性をもつことから食事、入浴、
睡眠、コミュニケーションなどにも問題が現れる。偏食が強く、好きなものだけを多量に早く食べる、身
体洗いの未熟さ、対人交渉に弱さをもつことからくる他者との関係の取り方など多様な面で課題をもって
いる（一門・古閑・佐々木 2012）4）。このように、自閉症児を対象とした療育キャンプ等を通して、基本
的生活習慣や社会性に課題をもっていることがあるという認識に立ち、支援をする必要があると言及され
ている。
自閉症については、人とうまく関係を持てなかったり築けなかったりする。その症状の特徴から、社会
性の障害こそが一次的障害と考えられている（別府 2001）5）。障害者支援施設の生活支援員は、自閉症児
者に対する余暇支援の有効性を検討する場合、「個人に応じた支援」、「意義のある支援」、「地域資源によ
る支援」の3つの視点から見ている。さらに、自閉症児者に対する余暇支援を肯定的に捉えている（松山
2012）6）。このため、障害者支援施設の生活支援員には、自閉症児者の社会性の向上を図っていくために、
余暇の時間への支援を充実させていくことが求められよう。
障害者支援施設において自閉症児者が充実した余暇の時間を過ごすことで、その社会性を向上させ、生
活の質を高めていく必要がある。施設での生活の中で余暇の時間として毎日設定されているのは、所謂お
茶の時間である。自閉症の障害特性や行動特徴を踏まえて、日々のお茶の時間が有意義なものになるよう
な支援が求められる。このため、生活支援員が自閉症児者のお茶の時間に対する支援を、どのように捉え
ているのかを検討する必要がある。以上より、本研究の目的は、障害者支援施設の生活支援員における自
閉症児者のお茶の時間への支援に対する認識を明らかにすることとする。
Ⅱ．方 法
1．調査対象と調査項目
本研究では、障害者支援施設の生活支援員を対象として、自閉症児者におけるお茶の時間への支援に対
して意識する度合いを問う、独自の質問を記載した質問紙票による調査を実施した。
調査対象は、全国自閉症者施設協議会に加盟している入所タイプの障害者支援施設（旧体系における知
的障害者更生施設）において、青年期・成人期の自閉症者の生活支援を行っている生活支援員とした。無
記名で独自に作成した質問紙を郵送により配布・回収した。合計463名の回答のうち、自閉症に関わった
年数が1年以上あり、主に関わっている対象者が知的障害のある青年期と成人期の自閉症で、全質問項目
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に回答している424名の質問紙調査票を有効回答とした（有効回答率91．6％）。同時に分析対象とした。
調査項目については、回答者のプロフィールに関する性別、年齢、職種、自閉症に関わった年数、支援
している対象者のライフステージと障害種類、所属する施設の種類を付記した。
分析対象者のプロフィールは次の通りであった。
性別は男性220名（51．9％）、女性204名（48．1％）、年齢は20歳から78歳で、平均年齢36．7歳（標準偏差
10．4）であった（以降、標準偏差を SD と記述する）。自閉症に関わった年数は1年から35年で、平均7．5
年（SD 6．3）であった。
2．調査期間と調査方法
調査期間は、平成27年11月15日より平成28年1月15日までの約2か月間とした。
調査方法は、全国自閉症者施設協議会に加盟している入所タイプの障害者支援施設66か所に、独自に作
成した質問紙調査票を郵送にて配布し回収する方法で実施した。35か所（送付した施設の53．0％）から回
答が得られた。なお、倫理的配慮として、質問紙調査票を郵送した施設に対して、調査の主旨、およびデー
タの分析に際してはすべて数値化するため施設名は一切出ない旨を文書で説明し、回答をもって承諾が得
られたこととした。
3．調査項目の作成手順
質問紙調査票の作成にあたっては、障害者支援施設の生活支援員10名に対して、配布した質問紙票に書
いてある「普段、自閉症児者におけるお茶の時間への支援をする際、気になっていることを思いつく範囲
で箇条書きにより、記入してください。」との文章を読み、その後、同質問紙票の欄に記入してもらった。
得られた回答のうち複数回答のあった内容をすべて使用して、22項目の質問項目を作成した。
その際の作成例として、「飲みたいものを用意すること」と「好きな飲み物を準備すること」の回答を
「1．好む飲物を用意すること」、「楽しい時間を過ごせるようにすること」と「楽しい時間になるように
心がけること」を「2．楽しく過ごせるようにすること」、また、「利用者同士で一緒に過ごすこと」、「利
用者同士の関わりを大事にすること」、「利用者集団の中で交流があること」の3つの回答を「4．利用者
同士で交流すること」とした。なお、自閉症児者におけるお茶の時間への支援をする際、各ケースの状態
に応じたきめ細かい働きかけをしていく配慮が求められる。このため、回答に含まれている意味内容を大
きく括らないようにしながら質問項目の作成を行った。
自閉症児者におけるお茶の時間への支援に対して意識する度合いを問う独自の22項目の質問項目におけ
る回答は、「まったく気にしていない」（1点）、「あまり気にしていない」（2点）、「どちらとも言えない」
（3点）、「ある程度気にしている」（4点）、「かなり気にしている」（5点）までの5段階評価とした。な
お、各質問項目について、等間隔に並べた1～5までの数字のうち、あてはまる数字に○を付けるように
した。
4．分析方法
以上の質問項目への回答に対する分析方法として、まず、各質問項目の平均値と標準偏差を算出した。
次に、各質問項目について Promax 回転を伴う主因子法による因子分析を行った。その際に、Kaiser-Meyer
-Olkin の標本妥当性の測度を算出すると共に、Bartlett の球面性検定も実施し、質問項目が因子分析を行
うのに適しているのかどうかを判断した。また、因子分析によって得られた各因子の下位尺度に相当する
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項目の平均値を求めた。なお、因子ごとの項目数が異なるため、算出された平均値を項目数で除したもの
を平均値として示した。さらに、各因子の下位尺度に相当する項目の平均値を用いて、各因子間で平均値
に差があるかどうかを検討するために、対応がある場合の一元配置分散分析を行った。加えて、各因子の
Cronbach の α 係数を求め、各因子別、及び全体としての内的一貫性を有するかどうかの検証も行った。
なお、統計処理には、IBM SPSS Statistics22を使用した。
Ⅲ．結 果
自閉症児者におけるお茶の時間への支援に対して意識する度合いを問う独自の22項目の質問項目に関し
て、各項目の平均値・標準偏差については表1の通りであった。平均値の最小値は2．61（SD 1．04）「15．
窓からの景色を楽しめるようにすること」で、最大値は4．27（SD ．778）「5．和やかに過ごすこと」で
あった。これら22項目について、Kaiser-Meyer-Olkin の標本妥当性の測度は0．90であった。また、Bartlett
の球面性検定では有意性が認められた（近似カイ2乗値4256．44 p＜．01）。このため、22項目について
は因子分析を行うのに適していると判断した。
これら22項目に対して主因子法による因子分析を行った。固有値の変化は7．54、2．17、1．79、1．38、1．03、
……というものであり、スクリープロットの結果からも4因子構造が妥当であると考えられた。そこで、
4因子を仮定して主因子法・Promax 回転による因子分析を行った。その結果、十分な因子負荷量を示さ
なかった3項目を除外して、主因子法・Promax 回転による因子分析を行った。Promax 回転後の因子パ
ターンは表2の通りであった。回転前の4因子で19項目の全分散を説明する割合は60．01％であった。な
お、これら19項目について、Kaiser-Meyer-Olkin の標本妥当性の測度は0．87であった。また、Bartlett の
球面性検定では有意性が認められた（近似カイ2乗値3432．96 p＜．01）。
各因子の Cronbach の α 係数を求めたところ、第1因子に関しては α＝0．86、第2因子に関しては α＝
0．77、第3因子に関しては α＝0．76、第4因子に関しては α＝0．84であり、全項目で α＝0．88との値を示
したことから、各因子別に見ても、全体としても、内的一貫性を有すると判断された。
第1因子は、「6．職員と交流すること」、「17．会話等によりコミュニケーションをとること」、「3．
利用者が話しやすくすること」、「4．利用者同士で交流すること」であった。主として、自閉症児者がお
茶の時間において、職員や利用者と交流することを重視した内容であったため、「周囲との交流への配慮」
と名づけた。
第2因子は、「20．喉の乾きを癒すこと」、「12．充分な水分補給をすること」、「21．疲れがとれるよう
にすること」、「18．静かに過ごすこと」、「16．のんびりとした時間を過ごすこと」であった。主として、
自閉症児者がお茶の時間において水分を取り、ゆっくりと過ごすことで、心身共に安定するように配慮す
ることを重視した内容であったため、「心身の安定への配慮」と名づけた。
第3因子は、「1．好む飲物を用意すること」、「2．楽しく過ごせるようにすること」、「10．飲物を選
択できるようにすること」、「19．好むお菓子を用意すること」、「7．ゆっくりと過ごせるようにするこ
と」、「22．利用者の過ごし方を尊重すること」、「9．気分転換を図ること」であった。主として、自閉症
児者が好む飲み物やお菓子を選択でき、各々の好みに応じて楽しく過ごせるように配慮することを重視し
た内容としていたため、「好みの尊重への配慮」と名づけた。
第4因子は、「13．BGM 等を流してくつろぐこと」、「14．テレビ・DVD も楽しむこと」、「15．窓から
の景色を楽しめるようにすること」であった。お茶の時間の雰囲気が良くなるように周囲の環境に配慮す
ることを重視した内容であったため、「周囲の環境への配慮」と名づけた。
松 山 郁 夫136
因子別の平均値は、第1因子「周囲との交流への配慮」3．31（SD 0．87）、第2因子「心身の安定への
配慮」3．68（SD 0．68）第3因子「好みの尊重への配慮」3．97（SD 0．58）、第4因子「周囲の環境への
配慮」2．75（SD 0．94）であった。
各因子間の平均値について対応がある場合の一元配置分散分析を行った結果、4因子の平均値間には有
意差が認められた（表3）。さらに、各因子の平均値に対して多重比較を行った結果、各因子間のすべて
において有意差が認められた。このため、障害者支援施設の生活支援員は、自閉症児者のお茶の時間にお
いて、第3因子「好みの尊重への配慮」、第2因子「心身の安定への配慮」、第1因子「周囲との交流への
配慮」、第4因子「周囲の環境への配慮」の順に関心を向けていることが示唆された（表4）。
表1．自閉症児者におけるお茶の時間への支援に対して意識する度合いについての平均
値と標準偏差 n＝424
質問項目 平 均 標準偏差
1．好む飲物を用意すること
2．楽しく過ごせるようにすること
3．利用者が話しやすくすること
4．利用者同士で交流すること
5．和やかに過ごすこと
6．職員と交流すること
7．ゆっくりと過ごせるようにすること
8．お茶を楽しむ雰囲気を味合うこと
9．気分転換を図ること
10．飲物を選択できるようにすること
11．身体を休めるようにすること
12．充分な水分補給をすること
13．BGM 等を流してくつろぐこと
14．テレビ・DVD も楽しむこと
15．窓からの景色を楽しめるようにすること
16．のんびりとした時間を過ごすこと
17．会話等によりコミュニケーションをとること
18．静かに過ごすこと
19．好むお菓子を用意すること
20．喉の乾きを癒すこと
21．疲れがとれるようにすること
22．利用者の過ごし方を尊重すること
3．96
4．12
3．47
2．91
4．27
3．47
4．19
3．53
4．04
3．84
3．54
3．90
2．72
2．93
2．61
3．89
3．40
3．47
3．48
3．72
3．45
4．15
．911
．841
1．040
1．008
．778
．989
．809
1．003
．876
1．041
．993
．966
1．089
1．113
1．039
．867
1．126
1．015
1．052
．915
．954
．821
表2．自閉症児者におけるお茶の時間への支援に対して意識する度合いについての因子分析結果 n＝424
質問項目 第1因子 第2因子 第3因子 第4因子
第1因子「周囲との交流への配慮」
6．職員と交流すること
17．会話等によりコミュニケーションをとること
3．利用者が話しやすくすること
4．利用者同士で交流すること
．866
．848
．658
．638
－．005
．062
－．105
－．088
－．143
－．169
．185
．003
－．025
．006
．142
．319
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Ⅳ．考 察
援助者と発達障害のある子供との問に情動の共有が成立するにつれて、社会的相互作用の水準、要求の
伝達手段、模倣のすべてにおいて向上を示し、コミュニケーション行動の発達が認められたとの報告があ
る（三宅・伊藤 2000）7）。また、援助者が自閉症児の立場に立った人間観と療育に対する価値観が問題と
され、そのなかで人間関係の相互作用、依存関係を軽視または念頭に置かない「自立」強要の問題がある。
第2因子「心身の安定への配慮」
20．喉の乾きを癒すこと
12．充分な水分補給をすること
21．疲れがとれるようにすること
18．静かに過ごすこと
16．のんびりとした時間を過ごすこと
第3因子「好みの尊重への配慮」
1．好む飲物を用意すること
2．楽しく過ごせるようにすること
10．飲物を選択できるようにすること
19．好むお菓子を用意すること
7．ゆっくりと過ごせるようにすること
22．利用者の過ごし方を尊重すること
9．気分転換を図ること
第4因子「周囲の環境への配慮」
13．BGM 等を流してくつろぐこと
14．テレビ・DVD も楽しむこと
15．窓からの景色を楽しめるようにすること
－．106
－．041
．021
．112
．222
－．078
．217
－．213
．257
．289
－．044
－．008
．093
－．014
．169
．895
．650
．602
．479
．450
－．238
－．119
－．095
．281
．284
．183
．291
．030
．143
．066
－．178
－．170
．100
．024
．182
．722
．640
．575
．460
．429
．426
．425
－．041
．062
．086
．024
．149
．152
．005
－．100
．014
－．010
．256
．083
－．284
－．087
．038
．792
．715
．608
表3 自閉症児者におけるお茶の時間への支援に対して意識する度合いについ
ての分散分析の結果
区 分 平方和 自由度 平均平方 F 値
お茶の時間への支援
被調査者
誤 差
全 体
352．666
589．117
449．416
1391．199
3
423
1269
1695
117．555
．354
331．937＊
*p＜．05
表4 自閉症児者におけるお茶の時間への支援に対して意識する度合いについての多重比較による各因
子の平均値の差
第2因子「心身の安定への配慮」 第3因子「好みの尊重への配慮」 第4因子「周囲の環境への配慮」
第1因子「周囲との交流への配慮」
第2因子「心身の安定への配慮」
第3因子「好みの尊重への配慮」
．373＊ ．659＊
．286＊
．561＊
．933＊
1．219＊
*p＜．05
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そのため、社会福祉援助においては人間関係の相互作用、依存関係を積極的に採用するべきとされている
（石井 1990）8）。自閉症児者の対人交流を促していくためには、周囲の人々とのコミュニケーションが成
立するような働きかけが不可欠である。このため、第1因子「周囲との交流への配慮」は、生活支援員が
お茶の時間において、自閉症児者が周囲の職員や利用者との交流がなされるような配慮をしながら支援を
していることを表していると考えられる。
自閉症児者の社会への適応を阻んでいる問題行動の一つにパニックがある。パニックは彼らの同一性保
持の強い欲求・固執性からの二次障害として生じてくる場合、予測できないことが急に起こった時の不安
により起こってくる場合が挙げられる（高木・折笠・高島 2003）9）。自閉症児は青年期になると身体面の
成長や衝動性の亢進等から、自らに生じる不安に対処しようとした結果としてパニック状態が引き起こさ
れやすい（小林 1999）10）。自閉症に生じる原因不明のパニックなどの行動障害の原因の一つとして、感
覚過敏が関与している可能性が指摘されている。感覚過敏は、現在用いられている自閉症の診断基準より
も、本人が現実的に抱く困難性の本質に近く、自閉症の核心部分との関連がより深いとの見方もなされて
いる（東條 2002）11）。これらの知見を考慮すると、自閉症児者には、日常生活の中で、適切な水分補給
を行い、落ち着いて過ごす時間を持つように配慮することが不可欠と言える。第2因子「心身の安定への
配慮」は、生活支援員がお茶の時間において、自閉症児者が心身共に安定して過ごすように心がけている
ことを表しているのであろう。
障害者支援施設の生活支援員は、自閉症児者の余暇を支援するにあたって、まずは「個人に応じた支援」
を心がけることで情緒的な安定を図り、次に「意義のある支援」を心がけることで余暇活動の充実を目指
している。個々の自閉症者の状況に応じた余暇活動を支援すると、自閉症者が情緒的に安定し、生活支援
員や入所している自閉症者との交流を促す場面が増える（松山 2012）12）。これらのことから、第3因子
「好みの尊重への配慮」は、生活支援員が、各自閉症児者の好みを重視しながら支援するように心がけて
いることを表していると判断される。
音・音楽の提供の仕方を工夫することは、自閉症児の情緒の安定にとって有効な手立ての一つである。
また、自閉症児の情緒の安定、および発達促進のためには様々な形での配慮、特に音・音楽的な配慮が有
効であると報告されている（成川 2006）13）。障害者支援施設では集団生活を営んでいるため、お茶の時
間に BGM を流すことや外の景色を眺めることができるようにして、自閉症児者の情緒の安定を図る配慮
が求められる。第4因子「周囲の環境への配慮」は、生活支援員がお茶の時間において自閉症児者が落ち
着いて過ごせるように、BGM を流したり外の景色をながめたりできるように心がけていることを表して
いると考えられる。
障害者支援施設を利用している自閉症の多くは知的障害を伴うため、言語理解の遅れを示すものが多
い。言語の発達がみられても、他者のことばをおうむ返しする反響言語があり、相手の意図や周囲の状況
に考慮した会話は困難である（松山 2005）14）。自閉症児者における主要な課題は、言語とコミュニケー
ションの獲得と指摘されている（Wetherby, & Prizant，1999）15）このような障害特性や課題があるため、
生活支援員は自閉症児者が望む余暇支援を重視するようになる（松山 2012）16）。つまり、好みを尊重す
ることになる。さらに、自閉症児者へのレクリエーション活動を支援する際、充実した活動が行われるこ
とで、自己肯定感が高まり、情緒の安定に繋がる。自閉症児者が情緒的に安定すると、他者との交流を促
し、安定した日常生活を営めるようになる（松山 2011）17）
これらより、障害者支援施設の生活支援員は、自閉症児者のお茶の時間への支援に対して、第3因子「好
みの尊重への配慮」、第2因子「心身の安定への配慮」、第1因子「周囲との交流への配慮」、第4因子「周
囲の環境への配慮」の順に関心を向けているものと推察される。したがって、生活支援員は、これらの視
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点から支援をしていく際、自閉症児者がお茶の時間を有意義に過ごすことによって、その生活の質が高まっ
ていくような働きかけをしていく必要がある。
現在、自閉症児者には、その社会適応力を高め、地域において就労等を含めて自立した生活ができるよ
うになることが求められている。今後、自閉症児者の日常生活をより豊かなものにしていくためには、障
害者支援施設の生活支援員における自閉症児者のお茶の時間への支援に対する捉え方を、日々のお茶の時
間においてどのように役立てていくのかを明らかにし、より生活の質を高める具体的な支援方法を検討す
ることが課題となる。
Ⅴ．結 論
本研究の目的は、障害者支援施設の生活支援員における自閉症児者のお茶の時間への支援に対する認識
を明らかにすることとした。質問紙調査の結果から、生活支援員は、自閉症児者のお茶の時間を、「好み
の尊重への配慮」、「心身の安定への配慮」、「周囲との交流への配慮」、「周囲の環境への配慮」の視点から
捉え、この順に関心を向けていた。これらの視点から支援していく際、自閉症児者がお茶の時間を有意義
に過ごすことで、その生活の質を高めていくような働きかけが求められると考察した。
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